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ごあいさつ 
皆様方には、砺波信用金庫に対し平素よりご愛顧、お引き立てを賜り、心より厚く御礼申し上げます。 

当金庫は、昭和４年３月１日に営業を開始して以来、皆様方のお役に立つべく地域金融機関としての使命達成に

邁進してまいりました。 

平成２９年度の経済情勢は、政府が推進する経済政策の効果に加え、好調な米国経済等に支えられ、マクロでは

緩やかな回復基調が続きました。この結果、景気拡大の期間の長さは、高度成長期の「いざなぎ景気」を超える状

況となりました。 

一方、景気回復の恩恵は、もっぱら大企業や都市部に偏っており、中小企業等においては、地域や業種によって

は温度差があるとはいえ、「経営者の高齢化」や「慢性的な人手不足」といった構造的な問題に加え、「人口減少・

消費マインドの停滞」を背景とした売上不振の現実があることから、業況回復への足掛かりがつかめない状況にあ

りました。 

また、金融面では、平成２８年２月に導入された日本銀行のマイナス金利政策を初めとする未曾有の金融緩和政

策の継続により、市場金利が極めて低水準な状況で推移し、貸出金利や資金運用利回りの低下をもたらし、金融機

関の本業による収益の確保が困難な状況にあり、収益環境はかつてない厳しい状況が続きました。 

こうした中、金融機関は、引続き「経営者保証に過度に依存しない融資」の促進、新たな事業展開が図られる機

会を創生することを目的に策定された「経営者保証に関するガイドライン」への対応、目利き力を発揮した事業性

評価に基づく融資等を融資慣行として「浸透・定着」させる必要性及び重要性を十分に認識した取組みに加えて、

顧客本位の業務運営を念頭に置き、これまで以上にお客様の「ライフスタイル」や「ライフイベント」に応じたき

め細かい金融サービスの提供を行い、地域経済や社会の持続的な発展に貢献する取組みが、より一層必要になって

います。 

このような状況の中で当金庫は、全役職員の総力を結集し、地域に密着した金融機関として、お客様のニーズに

お応えし、地域経済の発展に貢献すべく積極的に業務を展開してまいりました。 

その結果、預金は期末７９５億６４百万円、貸出金は期末４０２億１６百万円となりました。 

収益面におきましては、経常利益は１億８６百万円、当期純利益は１億３４百万円、本業の収益力を表す業務純

益は７５百万円となりました。 

これは、ひとえに会員の皆様のご支援の賜物と深く感謝し、厚く御礼申し上げます。 

当金庫においては、お客様本位の良質なサービスを提供し、お客様の最善の利益を図ることにより、安定した顧

客基盤と収益確保に繋がる業務運営に取組むと共に、これまでと同様に、コンサルティング機能を発揮し、地域や

中小企業者等の金融円滑化への適切な対応に努め、生き残り、勝ち残るためにも、収益基盤を拡大強化し経営の健

全性を確保することが必要且つ重要であります。 

このために、中小企業・個人向け貸出金の増強による貸出金利息収入の増加を図るほか、運用資産の構成の見直

し、保険や国債の販売による手数料収入の獲得、経費の節減、業務の効率化・合理化を図り、顧客信頼のバロメー

ターである個人預金の地域シェア増加に努めます。 

また、地域密着型金融を積極的に推進し、「地方創生や地域活性化への取組み」、「環境、介護、医療などの新成

長分野への取組み」、「中小企業者等の金融円滑化への適切な対応」、「お客様の利便性向上と持続的発展が可能な地

域社会づくり」を目指すとともに、個人情報の適切な管理やお客様への説明責任・説明義務の徹底など、「顧客保

護等管理態勢の充実」、「統合的リスク管理態勢の構築」、「コンプライアンス態勢の強化」についても一人ひとりの

知識を向上させ、「コンサルティング機能の発揮」などに取組むことにより、当金庫の社会的責任・使命をしっか

りと果たし、皆様の信頼にお応えするよう努力致す所存でございます。 

どうぞ今後ともより一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

平成３０年７月      

理事長  今村 良成 
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１．経営理念と経営方針 

 

 

（１）経営理念 

 

◎ 健全で活力のある中小企業の育成発展 

 

◎ 豊かで安定した家庭生活の実現 

 

◎ 明るく活気に溢れた街作り 

 

 

 

 

（２）経営方針 

 

◎ 明るく元気な「としん」でお客様からの信頼を高めます。 

 

◎ 収益目標達成に向けて一丸となって行動します。 

 

◎ 金融円滑化を推進し地域の発展に努めます。 

 

◎ 倫理感を高めコンプライアンス態勢の強化に努めます。 
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２．金庫の概況及び組織 

◎当金庫の組織図 

(平成３０年７月１日現在) 
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事 務 集 中 部

事 務 集 中 課
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◎理事・監事の氏名及び役職名 

(平成３０年７月１日現在) 

 

理 事 長(代表理事)    今 村  良 成 

専 務 理 事(代表理事)    松 本  昭 浩 

常 務 理 事(代表理事)    加 藤  芳 勝 (※1) 

常 勤 理 事         南 部  健 治 

常 勤 理 事         中 村  亮 一 

理 事(相談役・非常勤) 藤 井  秀 夫 (※1) 

理 事(非常勤)     国 分  繁 昭 (※1) 

理 事(非常勤)     川 合  八 郎 (※1) 

理 事(非常勤)     河 原  豊 志 (※1) 

理 事(非常勤)     武 部  和 浩 (※1) 

理 事(非常勤)     宮 崎  正 行 (※1) 

理 事(非常勤)     堀 川  光 道 (※1) 

理 事(非常勤)     余 西   孝  (※1) 

理 事(非常勤)     藤 井  圭 一 (※1) 

常 勤 監 事         橋 場   聡 

監 事(非常勤)     栗 山  雅 明 

員 外 監 事(非常勤)     大 島  惠 一 (※2) 

 

(※1)は、信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。 

(※2)は、信用金庫法第３２条第５項に定める員外監事です。 

 

 

◎会計監査人の名称 

(平成３０年７月１日現在) 

 

有限責任 あずさ監査法人 
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◎事務所の名称及び所在地 

店  舗  名 所     在     地 電 話 番 号 

本 店 南砺市福野１６２１番地の１５ ０７６３(２２)２２００

本 店 営 業 部 南砺市福野１６２１番地の１５ ０７６３(２２)２１１１

福 野 駅 前 支 店 南砺市福野６７１番地の５ ０７６３(２２)２００２

城 端 支 店 南砺市城端５１５番地の１ ０７６３(６２)１４８０

戸 出 支 店 
高岡市戸出町四丁目３－２８番地 

 (平成３０年７月９日から) 
０７６６(６３)０３８５

津 沢 支 店 小矢部市津沢３４２番地の３ ０７６６(６１)２０７８

中 田 支 店 高岡市中田５２０９番地の２ ０７６６(３６)１１４０

砺 波 支 店 砺波市表町５番１号 ０７６３(３２)２９６０

井 波 支 店 南砺市山見６８８番地１ ０７６３(８２)１１６７

高 岡 支 店 高岡市川原町１番１号 ０７６６(２２)５４９１
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３．沿革・歩み 
昭和 ３年１２月 有限責任福野町信用組合設立許可 

昭和 ４年 １月 設立総会を行う 

昭和 ４年 ３月 福野町１３３８番地にて開業、福野町市街地が営業地区となる 

昭和１１年 ２月 事務所を福野町１３６０番地へ移転 

昭和２０年 ４月 市街地信用組合改組認可 

昭和２１年 ７月 事務所を福野町１６２１の甲へ移転 

昭和２３年 ３月 北山田村、高瀬村、山野村、東野尻村、津沢町、西野尻村、東石黒村が営業地区となる 

昭和２３年 ４月 出町、中田町、城端町、福光町、戸出町、石動町が営業地区となる 

昭和２４年 ４月 井波町が営業地区となる 

昭和２４年 ６月 国民金融公庫（統合により現在 (株)日本政策金融公庫）と代理業務契約 

昭和２５年 ３月 
東砺波郡全域、西砺波郡のうち石動町、戸出町、福光町、吉江村、東石黒村、西野尻

村、津沢町が営業地区となる 

昭和２５年 ４月 中小企業等協同組合法による信用協同組合に改組し砺波信用組合と改称 

昭和２５年 ４月 城端支店設置 

昭和２５年 ６月 戸出支店設置 

昭和２６年 ４月 津沢支店設置 

昭和２６年 ４月 中田支店設置 

昭和２６年１０月 信用金庫法の制定に伴い信用金庫に改組し砺波信用金庫と改称 

昭和２６年１０月 出町支店設置 

昭和２８年１１月 中小企業金融公庫（統合により現在 (株)日本政策金融公庫）と代理業務契約 

昭和３０年 ４月 福野駅前出張所設置 

昭和３０年１１月 井波支店設置 

昭和３３年 ５月 
東砺波郡全域、砺波市、西砺波郡戸出町、砺中町が営業地区となり、行政区域の変更に

伴い石動町、福光町、吉江村が地区外となる 

昭和３４年 ２月 全国信用金庫連合会（現 信金中央金庫）と代理業務契約 

昭和３８年 ４月 日本不動産銀行と代理業務契約（平成１２年１２月 契約解除） 

昭和３８年１１月 本店新築落成 

昭和３９年 １月 住宅金融公庫（現 住宅金融支援機構）と代理業務契約  

昭和３９年 ３月 日本長期信用銀行と代理業務契約（平成１２年１２月 契約解除） 

昭和３９年１０月 中小企業退職金共済事業団と代理業務契約 

昭和３９年１２月 高岡市が営業地区となる 

昭和４０年 ６月 日本興業銀行と代理業務契約（平成１３年１月 契約解除） 

昭和４０年 ６月 小矢部市全域と射水郡大門町が営業地区となる 

昭和４０年 ７月 出町支店を砺波支店に名称変更 

昭和４０年１１月 高岡支店設置 

昭和４１年 １月 国債引受開始 

昭和４１年 ５月 小規模企業共済事業団と代理業務契約 

昭和４１年 ６月 政府保証債券引受開始 

昭和４３年 ２月 環境衛生金融公庫（統合により現在 (株)日本政策金融公庫）と代理業務契約 

昭和４６年１２月 電算機（ＮＣＲセンチュリー１００）導入 
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昭和４６年１２月 資金量１００億円突破 

昭和５０年１２月 全国しんきん保証（株）と代理業務契約 

昭和５１年 ６月 西砺波郡福光町が営業地区となる 

昭和５１年 ８月 資金量２００億円突破 

昭和５３年１１月 創業５０年記念式典挙行 

昭和５４年 ３月 資金量３００億円突破 

昭和５６年１１月 電算機導入による全店オンラインの稼動 

昭和５８年１２月 資金量４００億円突破 

昭和５９年 ９月 福野駅前出張所が福野駅前支店として昇格認可を得る 

昭和５９年１１月 国債の窓口販売 

昭和６３年１０月 戸出西支店設置 

平成 元年 ３月 外国通貨の両替業務取扱開始 

平成 元年 ９月 資金量５００億円突破 

平成 ３年１１月 福野駅前支店新築移転 

平成 ３年１２月 資金量６００億円突破 

平成 ５年 ４月 西砺波郡全域が営業地区となる 

平成 ５年１０月 福野中央支店設置 

平成 ６年 １月 金の取扱業務開始 

平成 ７年１２月 資金量７００億円突破 

平成 ８年１１月 日本銀行との当座預金取引開始 

平成 ９年 ６月 射水郡全域が営業地区となる 

平成１１年 ５月 信金大阪共同事務センター事業組合への加盟及び電算システムの利用開始 

平成１１年１１月 宝くじの発売開始（平成１６年３月３１日取扱を廃止） 

平成１２年 ３月 デビットカードの取扱開始 

平成１２年１０月 日本銀行歳入代理店の事務取扱開始 

平成１２年１２月 しんきんＡＴＭゼロネットサービス開始 

平成１３年 ３月 スポーツ振興くじ払戻業務開始(平成１８年２月２８日払戻業務を廃止） 

平成１３年 ４月 損害保険業務「しんきんグッドすまいる」の取扱開始 

平成１３年１０月 戸出支店と戸出西支店の統合（戸出西支店の廃止） 

平成１４年 ５月 郵貯ＡＴＭとの相互接続開始 

平成１４年１０月 消費者金融及び生命保険会社に対するＡＴＭ開放 

平成１４年１０月 生命保険商品の取扱開始（定額年金、変額年金） 

平成１５年 ２月 個人向け国債（１０年変動金利型）の取扱開始（第１回募集から） 

平成１５年 ３月 ホームページの開設（http://www.tonami-shinkin.co.jp） 

平成１５年１０月 インターネットバンキング開始 

平成１６年 １月 料金払い込みサービス「Ｐａｙ－ｅａｓｙ（ペイジー）」開始 

平成１６年 ９月 本店営業部と福野中央支店の統合（福野中央支店の廃止） 

平成１６年１１月 決済用預金（普通預金無利息型）の取扱開始 

平成１７年 ４月 生命保険会社、銀行系消費者金融会社に対するＡＴＭ開放 

平成１７年 ９月 しんきんファクシミリ振込サービス開始 

平成１７年１０月 Ｐａｙ－ｅａｓｙ（ペイジー）口座振替受付サービス開始 

平成１７年１１月 井波支店移転新築オープン 



- 8 - 

平成１７年１２月 ＦＡＸ－ＯＣＲシステム開始 

平成１７年１２月 個人向け国債（５年固定金利型）の取扱開始(第１回募集から) 

平成１８年１２月 資金量８００億円突破 

平成１９年 ２月 としんカードのＡＴＭ利用手数料の無料化開始 

平成１９年１０月 しんきん北陸トライネットＡＴＭサービスを開始 

平成２０年 ２月 印鑑照合システムの稼動 

平成２０年 ４月 第三分野保険商品の取扱開始（がん保険、医療保険） 

平成２１年 ３月 ＡＴＭに通帳繰越機能を追加 

平成２２年 ７月 ＡＴＭに振込機能を追加（本店営業部・砺波支店） 

平成２２年 ７月 個人向け国債（３年固定金利型）の取扱開始（第１回募集から） 

平成２４年 ７月 北陸３県下１６信用金庫のＡＴＭによる通帳記帳取引の開始 

平成２４年 ８月 第三分野保険商品 標準傷害保険取扱開始 

平成２４年１１月 中小企業経営力強化支援法に基づく経営革新等支援機関の認定取得 

平成２５年 ２月 「でんさいネット」のサービス開始 

平成２５年 ９月 富山県と「観光・産業振興に関する協定」を締結 

平成２６年 １月 富山県警察と「サイバー犯罪に対する共同対処協定」を締結 

平成２６年 ７月 富山県と「富山県におけるがん対策の推進に関する協定書」を締結 

平成２６年１１月 情報系サーバ機器等を(株)パワー・アンド・ＩＴが管理するデータセンターに移設 

平成２６年１２月 (株)商工組合中央金庫と「業務連携・協力に関する覚書」を締結 

平成２７年 １月 北陸税理士会富山県４支部と「業務協力に関する覚書」を締結 

平成２７年 ２月 独立行政法人福祉医療機構と「社会福祉事業施設に対する貸付けに係る覚書」を締結 

平成２７年 ５月 (株)日本政策金融公庫と「業務連携・協力に関する覚書」を締結 

平成２７年１０月 
(株)日本政策金融公庫・富山県信用保証協会と 

「創業支援等に係る業務連携・協力に関する覚書」を締結 

平成２７年１０月 (一社)富山県機電工業会と「富山県のものづくり活性化を図るための包括協定」を締結 

平成２８年 ３月 北陸３県の全信用金庫と「大規模災害時における相互支援にかかる協定」を締結 

平成２８年 ７月 富山県全域が営業地区となる 

平成２９年 ４月 信託商品の取扱開始 

平成２９年１０月 (一社)富山県中小企業診断協会と「業務連携協力に関する覚書」を締結 

平成２９年１２月 (株)ＴＫＣと「中堅・中小企業の持続的成長支援に関する覚書」を締結 

平成３０年 ７月 戸出支店移転オープン 
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４．トピックス 
 

◎観光振興による地域活性化への取組み 

東海地区の各信用金庫『昇龍道しんきんプロジェクト「地域の宝物ツアー」』 

のみなさま(１１名)をお出迎え＜福野 厳浄閣＞ 

奈良中央信用金庫団体旅行のみなさま(約２２１名)をお出迎え＜井波 瑞泉寺＞ 

吉備信用金庫へチューリップの球根(１００球)を贈呈 

◎クールビズ、ウォームビズの実施 (地球温暖化防止・環境保全への取組み) 

◎「地域密着型金融推進計画」の進捗状況を公表 (平成２８年度分・平成２９年度上期分) 

◎年金お客様感謝デーの実施 (年金振込日) 

◎(一社)しんきん保証基金保証付き「マイカーローン」のキャンペーンの実施 

(平成２９年１月４日～６月３０日 平成３０年１月４日～６月２９日) 

◎(一社)しんきん保証基金保証付き「教育カードローン」のキャンペーンの実施 

(平成２９年１月４日～６月３０日) 

◎としん特別金利定期預金「スーパープレミアム」の発売 

(平成２９年２月１３日～４月２８日 平成３０年２月１６日～４月２７日) 

◎給与振込キャンペーン「しんきんラッキー７キャンペーン」の実施 

(平成２９年３月１日～５月３１日 平成３０年３月１日～５月３１日) 

◎信用金庫業界制度商品「しんきんの医療・がん保険」の新規加入キャンペーンの実施 

(平成２９年６月１日～１２月３１日) 

◎定期預金サマーキャンペーンの実施 

(平成２９年６月２２日～８月３１日) 

◎固定金利特約型住宅ローン「特別金利キャンペーン」の実施 

(平成２９年９月４日～平成３０年３月３０日) 

◎「ものづくり企業シニア人材交流会」を開催 

(平成２９年１０月２０日) 

◎(一社)富山県中小企業診断協会「無料経営相談会」を開催 

(平成２９年１１月１日) 

◎北陸３県の全信用金庫と連携した「合同ビジネスフェア」を開催 

(平成２９年１１月８日) 

◎「（遺言の日）遺言・相続相談会」を開催 

(平成２９年１１月１５日) 

◎定期預金ウィンターキャンペーンの実施 

(平成２９年１２月８日～平成３０年１月１６日) 

◎「ＴＫＣモニタリング情報サービス」の利用を開始 

(平成３０年１月) 

◎ホームページをリニューアル 

(平成３０年２月２２日) 

◎としん合同講演会＜講師 須田慎一郎氏＞を開催 

(平成３０年３月１５日) 

 


